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身体計測は，身長，体重，腹囲，ヒップ囲を測定して BMI（Body Mass Index）を算






血液検査により，CBC（complete blood count）， GOT，GPT，ɤ-GTP，TSH，Free T３，
Free T4，estradiolを測定した。尿中 NTX（type I collagen cross-linked N-telopeptide）
クレアチニン換算値を測定した。 
３．統計処理 
統計処理は，SPSS version 25，(IBM Tokyo，Japan）を用いて解析し，有意水準は






















カルシウム，鉄，ビタミン D，ビタミン B2，ビタミン C，食物繊維，食塩相当量，ヨウ
素，n-3系脂肪酸は，摂取群の方が非摂取群より有意に高値であった。 
3)身体活動レベル 





腰椎骨密度は 0.89±0.09g/㎝であり，YAM（Young Adult Mean）88.2±8.9[77.3‐
101.0]％であった。尿中 NTX値は，全身の骨密度あるいは全身の筋量と負の相関があっ
た(各 r=-0.713，r=-0.566，P<0.05)。血清 NTXはセレンあるいは n-3系脂肪酸の摂取量
とそれぞれ負の相関があった(各 r=-0.506，r=-0.569，P<0.05)。 
5)血液検査 
 異常値の見られた比率は，ヘモグロビン（12.0以下）は 12.5%，GOT（30以上）は 56.3%，




は 6.3%，Free T３（ 2.2未満）は 31.3%，Free T4 （0.75未満）は 6.3%であった。甲状
腺機能と身体活動レベルとの相関は見られなかった。Free T4 は全身の骨密度と負の相
関があった。Free T３は血清 NTXと正の相関があった。Free T4は尿中 NTXと正の相関が




































本研究の対象者では，Free T3 値は低下していたが，TSH 値 は上昇していなかった。
神経性食思不振症（思春期やせ）では，Free T3が低値でも TSH 値は正常であることが
知られており，高校女子長距離陸上選手は神経性食思不振症と同様の状態であることが
明らかになった。Free T3 への末梢性転換は慢性飢餓時に障害されることが知られてい
る。やせ状態にある高校女子長距離陸上選手も，このような機序で甲状腺機能が低下し
ている可能性がある。特に低下が著しい場合には，競技のパフォーマンスにも悪影響を
及ぼしている可能性もあり，測定することが望ましい。 
また，甲状腺ホルモンの Free T4は全身の骨密度と正の相関があり，甲状腺機能は骨
代謝マーカーや骨密度と関連していると考えられた。甲状腺機能はエストラジオールや
体格と関連があるといわれているが，甲状腺機能を保ち，骨折を予防するためには，適
正な体重を維持することが重要であると推測される。 
 
[結論] 
女性の高校長距離走選手では，甲状腺ホルモンは骨密度および栄養摂取量と関連して
いた。女性の運動選手の月経異常を改善し，骨密度を高めるためには，適正な栄養素摂
取による体重管理を行い，甲状腺機能を保持することが必要である。 
